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生魚羊食料品卸売市場高度情報処一里システム
High Leve11nformationSYStemfor RawFoods Markets

生鮮食料品i充通の主要な役割を果たす卸売市場では,倉庫の入出庫の自動化,競

りの自動化,競r)後物品搬送の自動化など,先端技術を駆使Lた卸売市場‡充通シス

テム(卸売市場高度情報処理システム)を構築しようとしている｡

産地の相場情報の収集体制の進展は目覚まLく,卸売市場ではi充通ネ､ソトワーク

(DRESS網)により売立仕切情報を生産地へ伝送している｡HITACユーザーは完立

仕切情報伝送APP装備によって,伝送時間の短縮などの効果を発揮Lている｡荷ノ受

け,搬出問の物流情報,荷√受け,競り問の商拐己情報などを有機的に結び付ける一貫

したシステムの中で,音声入出ノJシステム及び競りの自動化支援システムにポイン

トを置き,卸売市場の役割とシステムの適用についてまとめた｡

l】 緒 言

生鮮食料品卸売市場は,生産者,買′受入,′ト売業者及び消

費者を結ぶ流通チャネルの中心にイ立置づけられる｡即売市二場

は,情報武装化時代の流通業を代表するチャネルリーダとL

て物さ克と情報子充通の機能を発揮Lている｡生鮮食料品業界で

は,従来の労働集約形産業からの脱皮と市場i東通の活性化を

目的とした｢卸売市場高度情報処理システム+の開発が農林

水産省を中心に進められている｡

｢卸売市場高度情報処理システム+は,物}充･商取引と情報

処]哩システムとを有機的に結び付け,市場子充通の真の合理化

を目的として,取引の開始から終了に至るまでの -･貫処理シ

ステムを目指Lている｡

2章以下で｢卸売市場高度情報処理システム+について述

べるとともに,具体化の-一一例とLて,取引の開始時点に当た

る荷物の到着に伴う荷受業務への音声入出力システムの適用,

また商取引の中心である旦反売(競り)を中心とした牛如充･商取

引と情報処理を結び付けた競り自重か化支托システムについて

述/ヾる｡

臣l 卸売市場の役割とその機能

生鮮食料品卸売市場は,取り二扱う品物により青果物,水産

品,食肉に大別されている｡卸売市場は,多数の出荷者かJ)

多種多様な商品を集荷L,豊富な品ぞろえを行なって,′ト完

業者に対して公正な価格で分荷する役割を果たしている｡

卸売市場グ)機能には,大きく分けて集･分荷機能,価格形

戌機能,代金決済機能の二三つがある｡

(1)集･分荷機能

集･分荷機能は,多種多様な商占乙を集荷する品ぞろえ機能

と,これを小売業者などの買′要人に対Lて公正な価格によっ

て分荷する機能であり,卸売市場での基本的な機能である｡

このような卸売市場での集･分荷機能の必要性は,生産者の

少量少品目の安定した販路の提供と,消費者からの豊富な品

ぞろえの要請にこたえるためである｡集荷の方法には,出荷

者から販売の委託を受ける委託による集荷と,出荷者から販

売を目的として卸売業者が自社で商品を買い取る買付けによ

る集荷の二つの方式があるが,基本的には,卸売市場での集
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荷は委託によることを原則としている｡

(2)価格形成機能

価格形成機能は,多数の出荷者の信奉削ここたえ,多数の買

手間の適切な競争を通じて,公正な仕切と価格の形成を行な

う機能である｡また,生鮮食料品ということで貯蔵性に乏し

いといった商品特性をもつことから,鮮度の変化が激しい大

量の物品を,迅速に処理することが要求される｡卸売市場で

の販売の方式は,競り売り,入札,相対取引菜)の方法を取って

いる｡競F)売りは,1人の売手(競l)人)と多数の買人(売買参

加者)とが,相場の見通しの範囲内で公開的に売買を競う方式

で､ある｡

(3)代金決i斉機能

代金決済機能は,販売物品の買受人から代金を回収し,出

荷者に対して販売代金を支払う機能である｡販売代金の回収

に当たっては,買受人から直接回収する方式と,代払機関が

買受人に代わって集中的に代金の決i斉を行なう方式がある｡

卸売業者の代金回収は,当日払いを原則としているが,支払

猶予の特約で3日から7日目ぐらいである｡また,出荷者へ

の支払いは当日ないし翌日払いを原則とするが,出荷者との

特約で,1日から4日日払いの場合もある｡

臣l 卸売市場高度情報処理システムの概要

コンピュータ利用の拡大によりコンピュータとデータ通†[三

回線を結合LたVANシステム(ValしIe Added Netw()rk

System:付加価値通信網システム)が事業化され,商胤 物流

の各分野に取り入れられたのをはじめとして､ニューメディ

アとLてのCAPTAIN(Character and PatternInformation

Network System:文字図形情報ネ､ソトワークシステム)や

CATV(Cable Television)などが登場し,通イ言系では光フ7>

イバによる光通信､更に通信衛星,放送衛星などが出現して

いる｡

この情報化の急速な進展の中で､卸売市場が生鮮食料一指流

※)相対J托引:競り売り,入札以外の取り引きで,競り人と貝′安八が1

対1で価格を決めて売買を行なう方式である｡
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図l卸売市場高度情報処王里システム概要図 卸売市場を中心にLて上部に卸売市場内の情報系を,下部に卸売市場内の物流系を表わLている.=.また右

側は,卸売市場外に対するネットワークを表わしている′

通の拠点としてのノ役割を果たLていくためには,卸売市場の

基本機能に立脚して,卸売業者,仲卸業者間の機能的連携の

強化と,産地(出荷者)から,卸売業者,仲卸業者,小売業者

を含♂)ての卸売市場の総合的な情報システムの確立化が求め

られている｡

このため,情報処理推進のためには,第 一に取引コードの

統一一一,売買仕切書,請■求書などの帳票の統一など基盤の整備

が重要となる｡二の動きに対して農林水産省は,卸売業者の

システムを,先端技術を応用した高度な情報処理システムに

改善,合理化するとともに,王印売市場i充通システムをよりい

っそう合理化しようとLている｡その具体策とLて｢i印売市

場高度情報処理システム開発委託事業+1)(昭和57,58年度),

｢仲卸業者等共同情報処理管理システム開発委託事業+2)(昭和

59,60年度)を実施(日立製作所も参画)し,取引コードの統一

や売買仕切書などの整備を行なっている｡既に出荷者団体と

青果物卸売業著聞では,日本電信電話株式会社のDRESS

(Dendenk6shaReal-TimeSales-managementSystem)を使

用した売立仕切情報の既時通信システムが開発され,昭和58

年以降,多くの出荷者団体で導入されている｡

卸売市場高度情報処理システム概要を図1に示す｡

生鮮食料品手元通機能の多様化に伴い,卸売市場内外とのネ

ットワーク化,卸売市場内情報の統一処理を目指しており,

商取引を中心にして,商品の子売れと情報処理を同期させた一

貫処理システム,卸売市場を中心に出荷者,消費者との問を
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結び取引情報を迅速に処理する必要性が極めて高い｡これに

対処するのには,発生時点入力システムの確立,早朝･深夜に

わたる労働集約形産業形態からの脱皮が急務であり,予約相対

上位引,自動取引子央満システム(在宅取引)化が要求されている｡

卸売市場の中心となる卸売業者での情報処理システムも,

従来,競り緒のデ【タに基づいて情報処理を始めていたが,

商取引･物i克と情報処理システムを結び付けた 一貫処理シス

テム確立の要望が強い｡以下その一例として,株式会社東京

淀倍音果での荷′受業務への音声入出力システムの適用と,東

京食肉市場株式会社でグ)競り自動化支援システムについて紹

介する｡

b 荷受業務への音声入出力システムの適用

卸売市場での荷ノ受業務は,荷物が到着するのが夜間である

こと,また到着した荷物は?欠の販売(競り)の順番に合わせて

決められた場所に荷降ろしするため,検品作業は競り場内の

不特定の場所で行なわなければならない｡一方,卸売業者に

とっては,ニの荷受業務が取引の出発点であり,荷′受時点で

のデータ人力及び販売業務への連動が要求されている｡

システムの概要を図2,3に示す｡

このシステムは,荷物が到着し決められた場所に荷降ろし

きれたら,その場で送り状を基に検品作業を実施するととも

に,音声ガイダンスに従って荷′受情報を音声で入力する｡荷

旦情報は,音声入出力装置に接続されている日立パーソナル
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図2 荷受業務音声入出力システム概要図 作業者が送り状を基に

荷の検品を行ないながら,吾声によりデ【タ作成を行なっていることを示す〔〕

また作成された荷受デ¶タが,ホストコンビュ【タヘ伝送されることを示す〔.

ターミナルPT-1/EX上のファイルに出力されるとともに,販

売で使用する販売原票が出力される｡また荷受業務終了後,

荷受情報はホストコンピュータに伝送され,販売情報の入力

に備える｡音声入出力システムを図4に示す｡

このシステムの特長は,次に述べるとおりである｡

(1)両手で作業しながら情報入力ができる｡

(2)無線を使用することにより,移動しながら,また不特定

の場所から情報入力ができる｡

(3)音声ガイタナンスと対話しながら情報入力ができる｡また,

人力した音声をアンサーバックされる音声で確認できるので

入力ミス,認識エラーをその場で修正できる｡

B 食肉卸売市場における競り自動化支援システム

卸売業者にとって,販売(競り)結果情報をいかに迅速に入

力し処理するかが課題である｡

競り自動化支援システムの概念及び構成を図5,6に示す｡

競り自動化支援システムの作業上程を図5に従って説明す

る｡

(1)競r)前準備処理

(a)応札スイ､ソテ登録処ま撃(図5①)

応札スイッチは無線式となっており,不特定の人に貸出し

が可能になっている｡このため,買′受人(龍一)に参加できる人)

番号と応札スイッチNo.とを一致させるために買愛人にID

カードを貸与L,このIDカードと交換に応札スイッチを貸し

出し買受人No.と応札スイッチNo.との対応をとっている｡

(b)上場順No.入力処理(図5②)

枝肉の競り順序は,営業政策_L競り直前にi央定されるた

め,事前の準備は不可能である｡このため冷蔵庫から搬出さ

れた時点で枝肉に書かれた枝No.を目視L,音声で入ノJする｡

(c)計量処理(図5③1,③2)

自動計量装置で計量されたデータは,競り自動化支技シ

ステムに送られ,このデータをもとに競り前情報(産地,性
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図3 APP HINTVOICEのプログラム構成区1

る機能は,点線で固まれた部分であることを示す｡

圃ミ蔓∧もぎ三.≠.
㍗

HINTVOICEが寺是供す

図4 東京淀橋青果株式会社荷受業務音声入出力システム機器

音声入出力装置(V150)と日立パーソナルコンピュータ(PTl/EX)を設置L

てあることを示す｢.

別,品種など)をホストコンピュータ(HITAC M-22()H)か

ら′受け取る｡

(d)格付け処理(図5④)

枝肉に特殊インクで記載された重量及び肉を目視し評価

を行ない,肉に評価印を押す｡これを目視し,音声で枝No.,

評価結果を入力する｡

(2)競り処理(図5⑥～⑨)

表示盤に必要な競り前情報を表示する｡競りが開始される

と応札スイッチからのデータを受信し,応札参加人数ランプ

の点灯及び単価の競り上げを行なう｡通常単価の競r)上げは

1円‾別みであるが,J応札スイッチのジャンプボタン(5()円,100
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を書声でデータ入力Lていることを示す｡
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図6 東京食肉市場株式会社自動競り機システム構成図

競り副表示板 競り正表示板

競り自動化支援システムは,株式会社日立エンジニアリングで受注L製造Lている｡

円の2種類がある｡)で単価の競-)上げができる｡

応札者が1人になると落札となり,表示盤に買受入番号の

表示を行なうとともにホストコンピュータヘ競F)結果を伝送

する｡また枝肉搬出ロボットへ動作指示を行なうとともに,

次の競り前情事艮を表示盤に表示する｡

このシステムの特長は,次に述べるとおりである｡

(1)員受人用の応札スイッチが無線式でかつ小形･軽量のた

め,枝肉の周一)を自由に移動しながら竜競りに参加することが

できる｡

(2)表示盤は,大形表示盤を正,副2台使用Lているため,

弓読r′)情報を応札者に的確に伝えることができる｡

(3)競り操作盤から競り上げ時間ピッチ,競り上げ値幅,決

定待ち時間などの設定ができる｡

(4)自動競り機とホストコンピュータとのオンライン接続に

より,商取引と事務処理との一貫処理システムである｡

(5)計量前の枝肉No.,格付け入力は動いている枝肉を見な

がら入力しなければならない｡音声入出力装置のj采用により,

動きながらかつ肉を手で抑えながらの入力が可能である｡
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【司 結 言

生鮮食料品卸売市場のシステム化は,従来は関連業者が単

独で情報処理システムを構築してきたが,i充通環境の変化に

伴い,卸売市場全体での情報処理システム化′＼と向かってし､

る｡また商取引,物i克と情報処理が分離していたものを,真

の合理化を目指し,商取引,物音充と情報処理システムとを有

機的に結び付けた一貫処理システムを検討している｡これら

状況の中で,荷受業務での音声入出力システム,販売時点入

力での自動競り機システムにより商取引,物流.と情報処理シ

ステムとの有機的結合を実証していると言えよう｡
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